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に
設
立
し
た
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
移
管

し
、
農
業
委
員
会
を
農
地
中
間
管
理
機
構

の
農
地
集
積
事
業
に
役
立
つ
補
助
機
関
化

を
意
図
し
た
改
革
と
の
批
判
も
あ
り
ま
す
。

都
道
府
県
農
業
会
議
・
全
国
農
業
会
議

所
の
廃
止
・
指
定
法
人
化
は
、
こ
れ
ま
で

「
市
町
村
・
都
道
府
県
・
国
」
を
結
ぶ
系
統

組
織
と
し
て
機
能
し
、
全
国
的
な
農
政
活

動
を
展
開
し
て
き
た
農
業
委
員
会
制
度
の

解
体
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

山
口
市
農
業
委
員
会
は
、
多
く
の
家
族

経
営
農
家
の
声
を
切
り
捨
て
る
地
域
の
農

業
・
農
村
組
織
の
解
体
・
規
制
緩
和
を
問

題
と
し
て
、
各
農
業
委
員
の
意
見
を
集
約

し
、

①
公
平
性
・
独
立
性
を
担
保
し
た
行
政
委

員
会
と
し
て
、
ま
た
、
農
家
・
農
業
者
の
代

表
と
し
て
自
由
な
意
見
公
表
・
建
議
を
実

施
す
る
た
め
に
公
選
制
を
維
持
す
る
こ
と
。

②
法
人
、
大
規
模
農
家
（
認
定
農
業
者
）、

家
族
経
営
農
家
、
女
性
農
業
者
、
新
規
就

農
者
等
の
多
様
な
意
見
を
保
障
す
る
立
場

か
ら
、
定
数
維
持
、
ま
た
は
削
減
に
見
合

う
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
。

③
建
議
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、

法
令
業
務
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
。

を
主
な
意
見
と
し
て
、
８
月
25
日
、「
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
向

け
た
意
見
に
つ
い
て
」
を
山
口
県
農
業
会

議
に
提
出
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
１
月
、
我
が
国
経
済
を
再
生

す
る
た
め
と
し
て
、
総
理
大
臣
の
諮
問
機

関
の
規
制
改
革
会
議
が
設
置
さ
れ
、
農
業

分
野
を
始
め
、
各
分
野
で
の
検
討
が
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

同
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

は
、
平
成
26
年
５
月
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ

Ａ
等
を
見
直
す
「
農
業
改
革
に
関
す
る
意

見
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
自
由
主
義
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
成
長
路
線
を
推
進

す
る
う
え
で
、
岩
盤
規
制
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
農
業
、
農
村
の
制
度
的
枠
組
み

（
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
農
地
制
度
等
）
の

解
体
に
つ
な
が
り
ま
す
。

安
倍
政
権
は
同
意
見
に
基
づ
い
た
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

の
改
訂
を
行
い
、
農
業
委
員
会
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
、

①
委
員
の
公
選
制
か
ら
市
町
村
長
に
よ
る

選
任
制
へ
の
変
更

②
委
員
数
の
半
減

③
委
員
の
過
半
を
認
定
農
業
者
か
ら
選
任

④
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

⑤
意
見
の
公
表
・
建
議
・
諮
問
答
申
の
法

令
業
務
か
ら
の
削
除

⑥
都
道
府
県
農
業
会
議
・
全
国
農
業
会
議

所
の
指
定
法
人
化
等

を
明
記
し
、
次
期
通
常
国
会
（
平
成
27
年

１
月
）
で
法
案
整
備
を
行
い
、
農
業
委
員
会

組
織
の
根
底
を
覆
え
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
の
公
選
制
の
廃
止
・
定
数
の

半
減
化
は
、
農
家
の
代
表
で
あ
る
農
業
委

員
の
多
様
な
意
見
を
封
殺
し
、
市
町
村
長

の
意
向
を
反
映
す
る
選
任
委
員
に
よ
り
、

地
域
農
業
者
（
特
に
小
規
模
農
家
）
の
意

に
反
し
た
農
外
資
本
へ
の
農
地
の
転
用
、

農
地
集
積
に
つ
な
が
る
と
危
惧
す
る
声
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
意
見
の
公
表
・
建
議
・
諮
問
答

申
」
に
よ
り
、
地
域
の
農
地
管
理
、
農
地

利
用
の
適
正
化
と
農
業
者
の
意
見
反
映
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
選
任
制
と
法
令
業

務
か
ら
の
削
除
に
よ
り
、
そ
の
役
割
は
見

直
し
に
よ
り
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
地
の
権
利
移
動
に
関
す
る

農
業
委
員
会
の
権
限
を
、
市
町
村
と
新
た

三
谷
川
の
両
岸
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
垣
棚

田
は
、
奈
良
時
代
か
ら
明
治
ま
で
の
一
千
年
間

築
石
さ
れ
、
草
の
生
え
に
く
い
石
垣
（
左
写
真
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
高
度
な
技
術
を
生
み
、
大

小
合
わ
せ
て
一
千
枚
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、５
月
18
日
に
田
植
え
を
、９
月
15
日

に
稲
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
夏
の
天
候
不
順

に
よ
る
日
照
不
足
の
せ
い
か
収
量
は
あ
ま
り
芳

し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
美
し
い
石
垣
棚
田
も
、
地
元
農
家
の
高

齢
化
に
よ
り
最
近
で
は
荒
れ
て
く
る
も
の
も
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
思
案
の
末
、

「
三
谷
い
し
が
き
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
制
度
開
始
か
ら
十
二
年
と
い

う
長
い
間
続
い
て
お
り
、
平
成
26
年
度
は
27
組

の
オ
ー
ナ
ー
を
迎
え
、
農
作
業
体
験
や
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
山
口
市
徳
地

農
業
公
社
（
三
谷
い
し
が
き
棚
田
会
事
務
局
）

０
８
３
５-

５
３-

０
０
３
１
ま
で
。
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８
月
20
日
、
山
口
市
農
業
委
員
会
で
、

昨
年
豪
雨
災
害
を
受
け
た
阿
東
徳
佐
・

嘉
年
地
区
の
災
害
復
旧
状
況
を
視
察
し

ま
し
た
。
当
日
は
午
前
中
、
阿
東
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
阿
東
農
林
振
興
事
務

所
の
職
員
か
ら
、
①
農
地
・
農
業
用
施

設
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
（
表
１
参
照
）

②
農
地
・
農
業
災
害
の
復
旧
工
事
進
捗

状
況
に
つ
い
て
（
表
2
参
照
）
③
平
成

27
年
度
の
水
稲
等
の
作
付
け
に
つ
い
て
、

④
昨
年
８
月
農
業
委
員
会
が
提
出
し
た

災
害
復
旧
に
関
す
る
要
望
書
に
対
す
る

支
援
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。農

家
の
皆
さ
ん
が
特
に
不
安
に
思
っ

て
お
ら
れ
る
、
来
年
度
の
作
付
け
に
つ

い
て
は
、
農
地
災
害
復
旧
工
事
の
工
期

を
平
成
27
年
２
月
末
頃
ま
で
の
計
画
で

進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
復
旧
工
事
が
完
了
し

た
農
地
や
工
事
中
の
農
地
を
現
地
視
察

の
後
、
島
根
県
境
の
嘉
年
下
井
戸
地
区

で
建
設
中
の
約
30
万
立
方
　
の
残
土
処

理
場
を
視
察
し
、
当
日
の
現
地
視
察
を

終
え
ま
し
た
。
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山
口
市
初
の
農
地
中
間
管
理
事
業
活
用

者
、
村
本
佳
寿
・
千
尋
夫
妻
を
紹
介
し
ま

す
。
お
二
人
は
、
今
年
４
月
、
阿
東
徳
佐

地
区
で
、
り
ん
ご
園
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

佳
寿
さ
ん
は
、
脱
サ
ラ
を
し
て
、
や
ま

ぐ
ち
就
農
支
援
塾
（
山
口
県
立
農
業
大
学

校
）
や
徳
佐
地
区
の
り
ん
ご
園
で
、
栽
培

技
術
等
を
研
修
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
目

標
は
、
堆
肥
を
使
っ
た
土
壌
作
り
を
行
い
、

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ
る
農
業
経

営
で
す
。

一
方
、
出
し
手
側
の
方
は
、
高
齢
化
・

後
継
者
不
足
の
た
め
規
模
の
縮
小
を
希
望

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
機
構
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
り
、
果
樹
研
修
を
終
え
、
新

規
就
農
さ
れ
る
村
本
さ
ん
に
農
地
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

…
機
構
を
と
お
す
こ
と
に
よ
っ

て
自
分
で
土
地
を
探
す
手
間
が
省
け
、
農

業
に
早
く
専
念
で
き
ま
し
た
。

…
研
修
で
得
た
知
識
は
あ
り
ま

す
が
、
実
践
経
験
が
乏
し
い
た
め
毎
日
試

行
錯
誤
の
連
続
で
す
。
困
っ
た
と
き
は
、

他
の
り
ん
ご
園
の
方
々
に
助
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。…

日
々
り
ん
ご
に
声
を
か
け
、

り
ん
ご
が
そ
れ
に
答
え
成
長
し
て
く
れ
ま

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
に
よ
り
、
政
府
は
「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を
取
り

ま
と
め
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
組
織
と

し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
「
農
地
中
間
管
理

機
構
」
で
す
。

機
構
は
、
農
地
を
貸
し
た
い
人
（
出
し

手
）
と
借
り
た
い
人
（
受
け
手
）
と
の
中

間
的
受
け
皿
と
な
る
組
織
で
す
。

山
口
県
で
は
、「
公
益
財
団
法
人
や
ま

ぐ
ち
農
林
振
興
公
社
」
が
３
月
27
日
に
県

か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定
を
受
け
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
人
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
の
一
部
を
受
託
し
て
い
る
市
の
相

談
窓
口
で
、
賃
借
料
な
ど
の
諸
条
件
を
相

談
し
ま
す
。

農
地
を
借
り
た
い
人
は
、
機
構
が
行
う

公
募
に
申
し
込
み
を
し
、
受
け
手
と
し
て

機
構
に
登
録
し
ま
す
。

機
構
は
、
貸
付
希
望
農
地
と
受
け
手
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
条
件
が
整
え
ば
、

出
し
手
と
機
構
が
契
約
を
行
い
、
そ
の
後

受
け
手
に
農
地
の
貸
借
権
が
移
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
農
地
の
出
し
手
や
地
域
に
対
す
る
協

力
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

す
。
実
が
太
り
色
づ
く
の
が
と
て
も
楽
し

い
で
す
。

今
年
は
就
農
し
て
１
年
目
で
す
が
、
台

風
や
霜
等
の
影
響
も
あ
ま
り
受
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
順
調
に
収
穫
で
き

て
い
ま
す
。

現
在
、
60

の
農
地
を
利
用
し
て
い
ま

す
が
今
後
１
０
０
　
ま
で
規
模
を
拡
大
し

た
い
で
す
。

そ
の
時
に
は
観
光
農
園
の
開
設
を
視
野

に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

（6）
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そ
の
後
、
私
は
三
年
前
に
結
婚
し
、
間

も
な
く
祖
父
が
他
界
、
私
は
二
児
の
母
と

な
り
、
育
児
と
家
事
に
専
念
。
田
ん
ぼ
は

夫
と
私
の
父
が
20

を
な
ん
と
か
切
り
盛

り
し
て
い
ま
す
。
５
年
前
か
ら
始
め
た
無

農
薬
の
お
米
作
り
は
、
技
術
は
未
熟
で
す

が
お
客
さ
ん
と
の
や
り
取
り
は
日
々
の
生

活
の
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
市
内

で
子
育
て
中
の
お
客
さ
ん
と
は
、
食
べ
物

や
暮
ら
し
の
こ
と
に
つ
い
て
良
く
話
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
、

皆
さ
ん
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
知
県

の
あ
る
町
で
は
、
新
規
就
農
者
か
ら
無
農

薬
の
お
米
を
給
食
用
に
適
正
な
価
格
で
買

い
取
る
こ
と
で
、
就
農
支
援
と
よ
り
安
全

な
給
食
に
と
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
聞
い

た
事
が
あ
り
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
山
口
市
で
も
給
食
の
取

り
組
み
も
是
非
続
け
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

周
防
大
橋
の
た
も
と
の
佐
山
で
、
現
在
水
稲
20

、

は
だ
か
麦
８
　
を
栽
培
す
る
中
澤
（
旧
姓
木
原
）
美

樹
さ
ん
（
33
歳
）
は
、
22
歳
で
就
農
し
て
か
ら
祖
父

の
指
導
の
も
と
水
田
農
業
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
経
営
移
譲
を
受
け
て
か
ら
の
美
樹
さ
ん
の

日
々
の
農
作
業
で
の
苦
闘
の
様
子
は
、
地
元
テ
レ
ビ

局
で
も
放
映
さ
れ
ご
記
憶
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
の
美
樹
さ
ん
の
農
業
に
奮
闘
す
る
日
々
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

10
月
８
日
、
防
府
市
で
開
催
さ
れ
た
「
山
口
防

府
地
域
農
山
漁
村
女
性
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、

山
根
伊
都
子
委
員
（
川
西
地
区
）
が
「
農
業
委
員

の
活
動
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
」
と
題
し
、
平
成

24
年
８
月
、
農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
て
か
ら
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。
女
性
農
業
委
員

の
登
用
を
中
心
に
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

（
今
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
規
制
改
革

実
施
計
画
の
見
直
し
で
）
農
業
委
員
の
登
用

に
つ
い
て
は
、
女
性
・
青
年
農
業
者
を
積
極

的
に
登
用
と
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
男

女
共
同
参
画
の
時
代
な
の
に
、
今
で
も
、
農

業
委
員
は
地
域
の
有
力
者
が
就
く
ポ
ス
ト
と

さ
れ
て
お
り
、
女
性
が
就
く
こ
と
が
難
し
い

状
況
で
す
。

昭
和
女
子
大
学
の
坂
東
眞
理
子
学
長
が
、

現
実
に
農
業
経
営
、
農
業
生
産
、
農
村
活
動

の
基
幹
を
担
っ
て
い
る
女
性
が
多
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
女
性
が
こ
う
し
た
農
業
の
役
職
に

つ
い
て
い
な
い
理
由
は
、
①
農
地
が
男
性
世

帯
主
の
所
有
名
義
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ

と
、
②
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
に
加
え
て

農
作
業
を
す
る
女
性
た
ち
は
忙
し
く
て
、
社

会
活
動
を
す
る
の
に
時
間
的
に
も
精
神
的
に

も
余
裕
が
な
い
こ
と
、
③
ま
だ
女
性
の
能
力

や
適
正
に
対
す
る
偏
見
が
あ
る
こ
と
を
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
私
が
一
番
感
じ
る
の

は
、
農
村
社
会
に
限
ら
ず
、
男
尊
女
卑
的
な

考
え
が
今
も
多
く
の
男
性
の
脳
裏
に
こ
び
り

付
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
障
害
に
な
り
、
女
性
自
身
も
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
ま
で
も
、
役
職
に
就
く
意
欲

が
乏
し
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
の
世
代

は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
も
と
に
教

育
を
受
け
、今
や
〝
育
メ
ン
〞
と
い
っ
た
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
男
性
が
家
事
・
育
児
に
積
極

的
に
参
加
し
、
女
性
の
生
活
形
態
が
変
わ
っ

て
い
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
農
業

委
員
の
登
用
も
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

山
口
市
で
は
、
平
成
27
年
７
月
が
改
選
時

期
で
あ
り
、
女
性
農
業
委
員
を
増
や
す
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
山
口
県
女
性
農
業
委

員
の
占
め
る
割
合
は
、
現
在
９
・
４
％
で
す
。

大
変
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
10
％
ま
で
引
き

上
げ
る
目
標
の
中
、
山
口
市
女
性
農
業
委
員

を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
少
し
で
も
貢
献
で

き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

役
職
に
就
く
こ
と
は
、
マ
イ
ナ
ス
よ
り
プ

ラ
ス
の
方
が
多
く
、
自
分
が
大
き
く
成
長
し

て
い
く
の
が
実
感
で
き
ま
す
。
男
性
に
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
が
、
女
性
の
、
こ
の
私
の
突

拍
子
も
な
い
考
え
で
、
新
し
い
活
動
や
行
動

が
で
き
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
今
に
あ
り
ま
す
。

女
性
農
業
委
員
は
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ご
自
分
の
身
近
に
お
ら

れ
る
女
性
農
業
委
員
を
引
っ
張
り
込
ん
で
、

大
い
に
利
用
し
活
躍
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

２
３
０
余
名
も
の
人
を
前
に
発
表
さ
れ
た
の
は

初
め
て
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
堂
々
と
し
た
話
し

ぶ
り
で
、
参
加
者
の
注
目
を
一
身
に
集
め
て
い
ま

し
た
。
今
後
、
男
女
共
同
参
画
を
実
現
し
、
農
業

農
村
を
生
き
返
ら
せ
る
の
は
、
農
業
者
一
人
ひ
と

り
の
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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鳥
獣
被
害
を
最
小
限
に

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
は
、

【
生
息

頭
数
の
減
】
・

【
農
作
物
を
柵
等
で

囲
う
等
】
・

【
放
任
果
樹
や
収

穫
残ざ
ん

渣さ

等
の
餌
を
な
く
す
等
】
の
多
角
的

（
３
種
同
時
）な
取
り
組
み
が
効
果
的
で
す
。

捕
獲
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
等
の
協
力

に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
度
の
主

な
捕
獲
実
績
は
、
サ
ル
70
頭
・
イ
ノ
シ
シ

１
９
８
３
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防
護
で
は
、
集
落
ぐ
る
み
の
被
害
防
止

活
動
が
効
果
的
で
、
そ
の
支
援
策
と
し
て
、

フ
ェ
ン
ス
や
電
気
柵
等
の
防
護
柵
設
置
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
整
備
で
は
、
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
等

が
人
里
周
辺
を
一
旦
餌
場
と
す
る
と
頻
繁

に
出
没
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
集
落
ぐ

る
み
で
「
餌
づ
け
」
防
止
に
取
り
組
む
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
山
口
市
遊
休
農
地
化
防
止
対
策

事
業
」
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
遊
休
農
地
の
発
生
の
防

止
、
解
消
の
促
進
を
目
的
に
「
山
口
市

遊
休
農
地
化
防
止
対
策
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
農

業
生
産
組
織
等
に
対
し
て
、
市
が
所
有

す
る
草
刈
機
、
放
牧
用
の
電
気
牧ぼ
く

柵さ
く

な

ど
の
農
機
具
等
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。農

機
具
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
無
償

で
貸
付
し
ま
す
。
貸
付
の
要
件
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


